
北斗市教育大綱の改定について 
 

大綱の趣旨 
  教育大綱は、平成２７年４月に改正された「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」に基づき、教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の推進を図り、SDGs の

理念に基づき、一人も取り残さない包摂的な教育環境の整備を目指し、市長が本市の教

育行政に関する目標施策の方針を定めるものである。 

 

対象期間 
第 3期の北斗市教育大綱は、対象期間が令和 4年度から令和 7年度までの 4年間とな

っていることから、北斗市教育大綱を改定する必要がある。 

対象期間については、前回改定時に対象期間を市長任期に合わせたことから、今回の

改定に当たっては、令和 8年度から令和 11年度までの４年間とする。 

 

背 景 
  全国的に人口減少、少子高齢化が進む中、北斗市においても例外ではなく、平成 17年

の 48,056 人をピークに 10 年前の平成 27年には 46,390 人、令和 7 年の 10月 1 日現在

の住民基本台帳人口では 42,379 人と 10 年前と比較し、約 4,010 人、20 年前からは約

5,670人減少している。 

  また、年少人口も平成 17年の 7,565人、10年前の平成 27年には 6,353人、令和 7年

の 10月 1日現在の住民基本台帳での年少人口では 4,245人と 10年前と比較し、約 2,100

人、20年前からは約 3,300人減少している。 

一方、小中学校の児童生徒数においては、平成 18 年 4,695 人（うち特別支援 47 人）

平成 27 年 4,180 人（うち特別支援 93 人）、令和 7 年 2,917 人（うち特別支援 177 人）

と 10 年前と比較し 1,263 人減（84 人増）、20 年前からは 1,778 人減（130 人増）と児

童生徒数は減少しているが、特別支援学級に在籍する児童生徒数は増加している状況で

ある。 

  学級数では、平成 18年 186学級（うち特別支援 26学級）平成 27年 180学級（うち

特別支援 35学級）、令和 7年 170学級（うち特別支援 51学級）と 10年前と比較し、10

学級減（16学級増）、20年前からは 16学級減（25学級増）となっている。 

  児童生徒数の減少に対し学級数の減少数が少ないのは、小学校 1 年生は平成 23 年度

から、2年生から 6年生については令和 3年度から、1学級当たりの人数を 40人から 35

人と段階的に引き下げられ、現在は中学校にまで拡大していることによるものである。 

  一方、特別支援級に在籍する児童数は増加傾向にあり、それに伴い学級数も平成 18年

に比べ倍増している。 

  いじめについては、令和５年に北海道のいじめ防止基本方針が改定され、法に基づく

いじめの積極的な認知を徹底し、「嫌な思いをしたことがある」ことをもって「いじめ」

と認知するようになったことにより、認知件数が大幅に増えている。これに対し学校は

「いじめ」と認知したすべてについて、聞き取りなどを行い対応している。いじめにつ

いては、未然防止・早期発見・早期対応が大変重要と考えており、今後においても学校・

保護者・教育委員会が一緒になり、いじめ防止に取り組む必要があると考える。 

  生涯学習においては、高齢者大学の在籍学生数が各大学とも８０人から９０人ほどで

推移しており、オープンキャンパスの開催など工夫を凝らしながら学生数の増員に努め

ている所である。 

 

 資料１ 



「音楽のまち・ほくと」では、これまでの取組のほか、楽器に触れる機会の創出や図

書館事業と音楽を融合させるなど新たな取組を行ってきている。 

  体育館とプールについては、指定管理により施設の管理運営を行わせることにより、

利用者数の増が図られている。 

文化活動・運動の活動拠点となる文化施設、運動施設については、設置されてから相

当な年数が経過した施設が多いことから、適切な維持管理をしていく必要がある。 

 

  このような背景のもと、国において、令和 5年度から 9年度までの第 4期教育振興基

本計画が令和 5 年 6 月に閣議決定され、この間における国の教育施策の方向性や目標と

基本施策が示され、北海道においても令和 7 年 3 月に北海道総合教育大綱を改定し、北

海道における教育、学術及び文化振興に関する総合的な施策について、その目標や施策

の根本となる方針を定めたところである。 

  北海道総合教育大綱においては、求められる人間像として「チャレンジで夢を叶える」

「ふるさとを誇り、自ら動く」「個性や違いを力にかえる」「社会の一員としての主体性を

高める」ことを掲げ、「持続可能な社会の創り手を育む」「誰一人取り残されない子どもの

学びと育ちの環境を整える」「地域と産業を担う人を育む」「生涯を通じて学び続ける人を

育む」の 4つの基本方針のもと、それぞれの取組の方向性を示している。 

 以上のようなことを踏まえ、令和８年度からの北斗市教育大綱を次のように改定する。 

 

改正のポイント 
  この度の北斗市教育大綱の改定に当たっては、第 3 期北斗市教育大綱をベースとし、

北海道総合教育大綱の基本理念等を参照し、現状を踏まえた改正案を作成した。 

 

メインテーマ： 

「持続可能な社会の担い手として、新しい時代を生き抜く力を育む教育の推進」 

⇒メインテーマについては、第 3期と同様とした。 

 

サブテーマ： 

  旧：①「誰一人取り残さない、ふるさとを愛し、そして世界へはばたく子どもたちの 

育成」 

    ②「文化・芸術・スポーツに親しみ誰もがいきがいを持てる教育の推進」 

  

新：①「誰一人取り残さない、一人ひとりの可能性を引き出す教育の推進」 

    ②「ふるさとを愛し、グローバルな視点で地域の発展のために行動できる子ども

たちの育成」 

    ③「文化・芸術・スポーツに親しみ誰もがいきがいを持てる教育の推進」 

⇒ サブテーマについては、北海道総合教育大綱の求められる人間像の一つに「ふる

さとを愛し、グローバルな視点で地域の発展のために行動する人」とあり、また、

これを受けた北海道教育推進計画における施策の柱の一つに「子どもたち一人一人

の可能性を引き出す教育の推進」とあることから、これまでのサブテーマの一つ目

を「誰一人取り残さない、一人ひとりの可能性を引き出す教育の推進」と「ふるさ

とを愛し、グローバルな視点で地域の発展のために行動できる子どもたちの育成」

とそれぞれ分けた。 

  



基本方針１ 旧：『社会で活躍する力を育む教育活動の推進』 

 新：『持続可能な社会で活躍する力を育む教育活動の推進』 

 

施策１「確かな学力を育む教育の推進」 

   施策２「豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」 

   施策３「グローバル社会、超情報化社会に対応する教育の推進」 

   施策４「一人ひとりの個性を尊重する教育の推進」 

 

⇒ 基本方針１では、国や、道の教育大綱を参酌し、「社会で活躍する」の前に「持

続可能な」を加え、「持続可能な社会で活躍する」と改正した。 

 各施策については、前期と同様とした。 

 

基本方針２ 『誰一人取り残さない教育環境の整備と充実の推進』 

 

 旧：施策１「特別支援教育の推進」 

   施策２「不登校児童生徒への対応の推進」 

    施策３「特色ある学校づくりの推進」 

   施策４「教職員の働き方改革の推進」 

 

 新：施策１「特別支援教育の推進」 

   施策２「いじめ防止の取組の充実」 

   施策３「不登校児童生徒への支援の充実」 

    施策４「特色ある学校づくりの推進」 

施策５「子どもの居場所づくりの推進」 

   施策６「教職員の資質、能力の向上と働き方改革の推進」 

 

⇒ 基本方針２では、基本方針については前期と同様とし、施策に「いじめ防止の

取組の充実」を加え、いじめに対する市の姿勢を示した。また、不登校の施策に

ついては、適応指導教室の継続のほか「学びの多様化学校」等の検討・協議など

支援の充実に向けた取組を行っていくことから「不登校児童生徒への対応の推進」

から「不登校児童生徒への支援の充実」とした。 

また、不登校児童生徒のためのステップルームやクールダウンスペースのほか、

庁内横断的に取り組む必要がある放課後児童クラブなど、子どもが安心して過ご

すことができるよう「子どもの居場所づくりの推進」を新たに加えた。 

 

基本方針３ 『ふるさと「北斗」に誇りを持てる教育の推進』 

 

 旧：施策１「ふるさと「北斗」のまちづくりを促す教育の推進」 

施策２「ふるさと「北斗」の未来を拓こうとする教育の推進」 

 

 新：施策１「ふるさと「北斗」のまちづくりを促す教育の推進」 

施策２「ふるさと「北斗」の未来を拓こうとする教育の推進」 

施策３「ふるさと「北斗」の食材を活用した食育の推進」 

施策４「ふるさと「北斗」の特色を活かした多様な体験活動の推進」 

 

 



⇒ 基本方針３では、基本方針については前期と同様とし、施策については、これま

でもふるさと教育を行ってきたところであるが、北斗で育った子がふるさと北斗に

興味を持ち、ふるさとを愛し北斗に住みたいと思える教育に力を入れていくことに

より、人口減少対策として重要であると考えることから、これまでの施策に加え、

これまでも行ってきたことではあるが、「北斗の食材を活用した食育の推進」「北斗

の特色を活かした多様な体験活動の推進」を施策として改めて表現することとした。 

 

基本方針４  旧：『地域の教育力向上と生涯学習の推進』 

        新：『家庭・学校・地域の連携による教育力向上と生涯学習の推進』 

    

    施策１「コミュニティスクール等による地域と学校の連携の推進」 

    施策２「新しい時代へ対応する学習の推進」 

    施策３「市民ニーズに添った学習の推進」 

    施策４「子育てや家庭教育支援の推進」 

 

⇒ 基本方針４については、地域の教育力を向上させるには家庭・学校・地域が連携

して取り組んでいく必要があることから、「家庭・学校・地域の連携による教育力

向上」とした。 

  各施策については、前期と同様とした。 

 

基本方針５ 旧：『市民が主体的にかかわる芸術・文化の振興とスポーツ活動の推進』 

      新：『地域と共創する持続可能な文化・芸術・スポーツ活動の推進』 

 

  旧：施策１「「音楽のまち・ほくと」を目指す、多種多様な音楽活動の推進」 

施策２「文化芸術鑑賞機会の充実と文化財の保護と保存の推進」 

施策３「スポーツ施設を活用した競技スポーツと生涯スポーツの推進」 

 

新：施策１「多種多様な音楽活動による「音楽のまち・ほくと」の推進」 

施策２「芸術文化活動の推進と文化財等の保存及び活用の推進」 

    施策３「競技スポーツと生涯スポーツの推進」 

    施策４「部活動の地域展開に向けた環境整備の推進」 

 施策５「芸術・文化・スポーツの活動拠点となる施設・設備の維持管理」 

 

⇒ 基本方針５については、第３期北斗市教育大綱で「市民が主体的にかかわる」

としていた文化・芸術の振興とスポーツの推進を、文化・芸術・スポーツの活動、

振興を持続可能なものとしていくためには、地域とともに創り、継続していく必

要があることから、「地域と共創する持続可能な文化・芸術・スポーツの推進」と

改めた。 

また、各施策については「音楽のまち・ほくと」については、前期で『「音楽の

まち・ほくと」を目指す』として４年間実施してきたことから、次期では「音楽

のまち・ほくと」の推進」と改めた。文化芸術については鑑賞機会だけではなく、

参加機会や発表機会などを提供するなど、広い意味で「活動の推進」とし、文化

財については「活用の推進」も付け加えた。 

その他、国が進める部活動の地域展開についての記載と今後さらに必要になっ

てくる芸術・文化・スポーツの活動拠点となっている施設の維持管理についても

新たに施策として追記した。 


